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第 1章 総則

１ 趣旨

本指針は、常陸大宮市公共下水道工事（汚水）の計画及び設計、施工等で必要な事項を

定めたものである。

なお、図面の記載方法や構造物の詳細等については、本市の公共下水道標準図を標準と

する。

また、本指針に記載がない事項については、最新の「下水道施設計画・設計指針と解説」

（公益社団法人日本下水道協会）によるものとする。

第２章 計画

１ 排除方式

下水の排除方式は、自然流下方式による雨水・汚水を分離した「分流式」とする。

２ 公共下水道事業計画等との整合

新たに管渠を布設する場合、上流部の整備計画等を考慮し、埋設深さを決定すること。

第３章 構造基準

１ 管渠

（１）管渠の種類と断面

使用する管渠の種類は硬質塩化ビニル管（ＶＵ管）を標準とし、断面は円形とする。

（２）最小管径

最小管径は 200mm とする。

（３）埋設位置

占用位置は、道路管理者や埋設物管理者と協議し必要な離隔を確保すること。なお、

指定がない場合は原則として 30cm 以上とする。

（４）埋設深さ

①最低土被りは、公道内では 1.2m 以上を標準とする。ただし、最低土被りは施工場

所・条件等によって変わるので、道路管理者等に確認をすること。

（５）管渠標準掘削幅

硬質塩化ビニル管（ＶＵ管φ200）の掘削幅は、次の表を標準とする。

表１ 標準掘削幅

掘削深 掘削幅
1.5m＜H≦3.5m 0.95m
3.5m＜H≦4.0m 1.15m
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（６）管渠の接合方法

①管渠の接合方法は、管頂接合を標準とする。

②管渠が合流する場合の中心角は 90 度以上になるようにすること。

③マンホールと管渠の接続部分には可とう性継手を使用すること。

（７）管渠の基礎

管渠の基礎は、砂基礎を標準とする。管上の最小厚は 30cm、管下の最小厚は 10cm と

し、良質な砂で施工すること。

（８）埋戻し

①埋戻し材料は、道路管理者の指定材料を使用すること。

②砂基礎以外の埋戻しは、各層 20cm 毎に均等に転圧すること。

③埋戻しは、排水した後に実施し，水中埋戻しは行わないこと。

（９）山留工

マンホールや管渠掘削等において、掘削深 1.5m 以上の箇所には必ず山留を設置するこ

と。なお、1.5m 未満においても現場状況に応じて山留を設置し安全管理に努めること。

２ マンホール

（１）配置

①マンホールは次に掲げる場所に設置すること。

・管渠の起点

・管渠の方向の変化

・管渠の勾配の変化

・管渠の管径の変化

・管渠の段差が生じる箇所

・管渠が会合する箇所

②管渠の直線部のマンホール最大間隔は、管渠径によって次の表２を標準とする。

表２ マンホールの管渠径別最大間隔

③原則として、管渠が会合する箇所にマンホールを設置するが、やむ得ない理由があ

る場合、接続部分にマンホールを設置せずに支管接続をすることができる。この場合

は、接続部から 5.0m 以内にマンホールを設置しなければならない。なお、マンホール

を設置できない理由を書面で提出し協議すること。

（２）種類・形状・構造

①マンホールの種類は、下水道用鉄筋コンクリート製組立マンホールを標準とする。

②マンホールに接続する管径に応じて表３の形状を使用すること。

管渠径 600mm以下 1,000mm以下
最大間隔 75m 100m
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表３ マンホールの形状別用途

③管渠を接続するための削孔の間隔は、内面側で 10cm 以上確保すること。

④マンホールの蓋は、常陸大宮市の承認を受けたものを使用すること。

⑤マンホール蓋の耐荷重は設置位置にあわせたものとすること。

⑥マンホール用鉄蓋受枠は、転落防止梯子付を使用し、必ず転落防止梯子を設置する

こと。

⑦マンホール受枠の高さ調整は、5cm 未満とし、無収縮モルタルを使用すること。

⑧足掛け金物は、腐食に耐える材質のものとし、設置間隔は 30cm とすること。

⑨足掛け金物の設置位置は、下流方向を見て左側とすること。

⑩マンホールの深さが 5.0m 以上ある場合は、踊り場（中間スラブ）を 3.0～5.0m ごと

に設けること。また、最下段中間スラブからインバートまでの有効高さは、2.0m 以上

確保すること。

⑪上流管渠と下流管渠の段差が 60cm 以上となる場合は、副管を設けること。なお、副

管は内副管を標準とする。

⑫マンホール底部には、管渠の接合や会合の状況に応じたインバートを設けること。

⑬同径の管渠を接続するマンホールでは、上流管渠と下流管渠との段差を 2cm 以上設

けること。

⑭マンホールと管渠の接続部分には可とう性継手を使用すること。（再掲）

⑮完成検査前に鉄蓋には下記の内容（記載例）を記載しておくこと。

呼び方 形状寸法 用 途

円形１号マンホール
内径 90cm
円形

管の起点及び内径 500mm 以下の管の中間
点並びに内径 400mmまでの管の会合点

円形２号マンホール
内径 120cm
円形

内径 800mm 以下の管の中間点及び内径
500mm以下の管の会合点

円形０号マンホール
内径 75cm
円形

他の埋設物の制約等により円形 1 号マンホ
ールが設置できない場合

楕円マンホール
内径 60×90cm
楕円形

他の埋設物の制約等により円形 1 号マンホ
ールが設置できない場合

小型マンホール
内径 30cm
円形

狭あい道路等、特別な場合に使用する

（表）

測点位置表示
（ﾎﾟﾝﾁ刻印）

（裏）

測点番号

上流延長 下流延長

ﾏﾝﾎｰﾙ深

マンホール鉄蓋記入例
（実測値記入）

3



３ 公共ます

（１）配置

①公共ますは、官民境界から民地側 1.0m 以内に設置するものとする。

②公共ますの数は、一宅地一箇所を原則とする。

（２）構造及び材質

①公共ますの構造及び材質は、円形の硬質塩化ビニル管（ＶＵ管φ200）とする。

②公共ますの最低深さは 1mを原則とする。ただし、土地の奥行きの延長を考慮し、設

置深さを検討すること。

③公共ますの蓋は、市指定の蓋を使用すること。なお、車両の乗り入れがある場所に

設置する場合、鉄蓋とすることも可能である。

４ 取付管

（１）種類

使用する管渠の種類は硬質塩化ビニル管（ＶＵ管）を標準とし、断面は円形とする。

（２）管径

最小管径は 150mm とする。

（３）平面配置

①取付管の布設方向は、本管に対して直角、直線的に布設すること。なお、直角に設

置できない場合は別途協議とする。

②取付管の接続間隔は、削孔芯から 1.0m 以上、マンホールとの接続部は 50cm 以上の

離隔を確保すること。

（４）取付管標準掘削幅

掘削幅は、90cm を標準とする。

（５）勾配及び断面方向の接続位置

勾配は 10‰以上とし、断面方向の接続位置は本管の中心線より上方とする。

（６）取付管の基礎

取付管の基礎は、砂基礎を標準とする。管上の最小厚は 30cm、管下の最小厚は 10cm と

し、良質な砂での施工とする。

（７）埋戻し

①埋戻し材料は、道路管理者の指定材料を使用すること。

②砂基礎以外の埋戻しは、各層 20cm 毎に均等に転圧すること。

５ 図面記載要領（参考）

管渠・マンホール・公共ます等の記号の凡例は次のとおりとする。

①管 渠

管渠表示 管 渠 既設管渠

他埋設管 ＮＴＴ 東京電力 水 道
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②マンホール

０ 号（組立） （直径3㎜）

特１号－楕円及び角形を含む－

（組立又は現場打設） （直径3㎜半円＋3㎜角）

１ 号（ 〃 ） ● （直径3㎜）

２ 号（ 〃 ） （直径3㎜）

小 型（組立） （直径3㎜）

公共ます 塩ビ製φ200 （直径2㎜）

６ 写真

写真の撮影は下記の表４を標準とする。なお、「※撮影のポイント」も参考とすること。

表４ 撮影要領一覧表

工 種 項 目 撮 影 内 容 撮 影 箇 所 留 意 事 項

一

般

現 場 状 況 着 手 前

完 成

全景又は部分 各路線 管径，管種，路線

名，撮影ポイント

を明示し，同一方

向から定点をもっ

て撮影すること。

管
渠
工

土 工 掘 削 掘削状況（幅，深さ） 各路線

埋 戻 し 埋戻し状況（埋戻しの材

質別厚）

転圧状況（各層ごと厚）

各路線

管 布 設 工 布 設 工 布設状況

床付け、基礎、

布設中、布設後

各路線

人

孔

工

土 工 前記，管渠工事参照 適宜

人孔設置工 設置状況

床付け、基礎砕石、

底版、管取付壁、直壁、

斜壁据付、リング、蓋

全箇所

ま
す
及
び
取
付
管
工

土 工 前記，管渠工事参照 適宜

ます設置及び

取付管布設工

ます据付状況

掘削，基礎、削孔、

支管取付、取付管布

設状況

全箇所 支管の接合剤等の

塗付、固定状況も

撮影する。
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主に管布設に係るもの

〇出来形撮影

※例

10.0m

50.0m

75.0m

100.0m

〇状況撮影

工種

・掘削完了床付・基礎砂完了・管布設完了・管上砂完了・埋戻し（撒出し厚20㎝)

・人孔は箇所ごと，山留設置状況・設置完了・山留め引抜状況は1ｽﾊﾟﾝで1箇所程度で可

※例

10.0m

50.0m

75.0m

100.0m

人孔間隔 撮影箇所 人孔間隔

10.0ｍ以下 上流人孔＋1.5ｍ，下流－1.5ｍ

50.0ｍ以下 上流人孔＋1.5ｍ，下流－1.5ｍ，中間点（1箇所）

100.0ｍ以下 上流人孔＋1.5，下流－1.5ｍ，中間点（2箇所）

但し，施工環境等により別表Ⅱ－①の管理が困難な路線は，監督員との協議により撮影箇所を変更することができる。

+1.5m -1.5m

+1.5m 25.0m -1.5m

+1.5m 25.0m 50.0m -1.5m

+1.5m 35.0m 65.0m -1.5m

人孔間隔 撮影箇所 人孔間隔

10.0ｍ以下 下流－1.5ｍ

50.0ｍ以下 中間点（1箇所）

100.0ｍ以下 中間点（2箇所）

但し，施工環境等により別表Ⅱ－①の管理が困難な路線は，監督員との協議により撮影箇所を変更することができる。

-1.5m

25.0m

25.0m 50.0m

35.0m 65.0m

人孔箇所は人孔を入れて
撮影する。(状況及び出来
形)

人孔箇所は人孔を入れて
撮影する。(状況及び出来
形)

※撮影のポイント

付

帯

工

舗 装 工 路床、路盤転圧状況

各層別舗装状況

乳剤散布状況

転圧状況

層厚

40m に 1 箇所
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７その他：参考資料

（１）計画汚水量【R6 全体計画】

管渠設計に用いる計画汚水量は、計画時間最大汚水量を採用する。なお、計画汚水量

（全体計画：886ha）は下記の表５のとおりとする。

表５ 計画汚水量

（２）諸元【R5 年度事業計画】

下水道計画区域を用途地域、工業団地、非市街化区域の３つに分けた諸元は下記の表

６のとおりとする。

表６ 時間最大汚水量及び ha当りの汚水量

（３）余裕率

φ200mm の余裕率は 100％とする。

（４）流量計算

①流量計算式

流量計算式はマニング式を使用して計算すること。

Ｑ＝Ａ×Ｖ

Ｖ＝１/ｎ×Ｒ2/3×Ｉ1/2

Ｖ：流速（m/秒）

Ｒ：径深（m）=A/P

Ｉ：勾配

ｎ：粗度係数

Ａ：流水断面積（m2）

Ｐ：潤辺長（m）

Ｑ：流量（m3/秒）

項 目 単 位 日平均 日最大 時間最大 備 考

家庭汚水量

用途地域 ｍ3/日 2,225 2,879 4,057

用途地域外 ｍ3/日 1,162 1,504 2,119

計 ｍ3/日 3,387 4,383 6,176 ①

工場排水量 ｍ3/日 4,507 4,507 9,014 ②

合 計 ｍ3/日 7,894 8,890 15,190 ①＋②

計画区域

（ha）

時間最大汚水量

ｍ3/日 ｍ3/秒

ha当り汚水量

(ｍ3/秒/ha)
備 考

用途地域 340 5,132 0.05939815 0.00017470

工業団地 166 3,980 0.04606481 0.00027750

用途地域外 380 2,678 0.03099537 0.00009116

合 計 886 11,790 0.13645833 0.00016130

7



②粗度係数

粗度係数は、鉄筋コンクリート管：0.013、硬質塩化ビニル管：0.010 を使用して計算

すること。

③流速と勾配

流速は下流に行くに従いだんだんに増し、勾配は下流に行くに従い次第に緩くなるよ

うにする。原則として 0.6～3.0（m/秒）の範囲で設計すること。

なお、参考として標準の流速及び流量は次の表７のとおりとする。
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表７－１ 標準の流速及び流量（ＶＵ管）
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表７－２ 標準の流速及び流量（ＨＰ管）
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（６）本市の標準図等

設計・施工に当り、本市の標準図面等は以下のとおりとする。

○常陸大宮市公共下水道標準図

○常陸大宮市公共下水道工事仕様書
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